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規分布 N（µ，1）の場合に，平均 µ に関する片側仮説検定問題において，p値，N-P検定，Bayes決定方式
のリスクの比較が行われた。
　本論文では，2乗損失によるリスクのミニマックス値を一様に超えることができないリスクを持つ決定方
式は存在しないことを示し，また指数分布，両側指数分布の場合に p値のリスクを求めた。また，荷重 2乗
損失関数を提案し，それによるリスク（期待損失），Bayesリスクを求め，そこから Bayes決定方式も求めた。
特に，正規分布の平均に関する片側仮説検定問題の場合に，Bayes決定方式，p値，N-P検定を求め比較検
討した。その場合に，Hwangらの 2乗損失によるリスクは帰無仮説と対立仮説の境界点において微分不可
能になるのに対し，本論文の荷重 2乗損失によるリスクはその点で 0になり，しかも滑らかであり，そして，
その境界点から適当に離れたところで最大値を取るようになっている。それに対し Hwangらのリスクは境
界点において不連続で大きい値をとるが，仮説検定問題では仮鋭の境界点の近傍では帰無仮鋭，対立仮説の
差がないので，リスクが小さい方が自然であるので，本論文の荷重 2乗損失によるリスクの方が適切である。
さらに，正規分布の平均と分散の片側検定問題において，Bayes決定方式のリスクに関するミニマックス解
を数値的にも求めた。
　次に，仮説検定問題は受容か棄却かの 2値の決定問題と捉えることができるが，検定統計量の値が帰無仮
説と対立仮説の境界点の近傍に落ちた場合のような微妙な問題が生じる。また，標本に含まれる少数の外れ
－ 141 －
値の影響などによって，有意水準以下の確率で検定統計量の値が母数の真値とは反対側の棄却域に落ちてし
まった場合，致命的な過誤が生じる。特に，臨床統計等の分野ではそのような致命的な過誤は避けたい。そ
こで，帰無仮説の棄却に対して保守的である仮説検定よりももっと保守的な決定方式として多重決定方式が
重要になる。多重決定問題においては，万一，真実からずれた決定を下しても，その決定は本来下されるべ
き正しい決定と似通ったものになり，真実と全く正反対の決定を下してしまう過誤は生じない。竹内（1973）
は，1変量および 2変量正規分布の平均の符号決め問題等において多重決定方式について論じた。本論文で
は，まず，竹内（1973）における問題設定および命題を再検討し，より数学的に厳密な設定の下で命題を得
た。そして，3変量正規分布の平均の符号決め問題において多重決定方式を求め，また，その単純化のいく
つかの方法および手順を提案した。さらに，シミュレーションによって多重決定方式の挙動を詳細に調べた。
審　査　の　結　果　の　要　旨
　本論文では仮説検定問題において，荷重損失関数によるリスクを用いて，仮説を母数の集合の定義関
数を推定する問題として考えた。特に，正規分布の平均に関する片側仮説検定問題の場合に，Hwang et 
al.（1992）の 2乗損失によるリスクより荷重 2乗損失によるリスクの方が適切であることを示した。従来の
リスクとは異なるリスクを導入し，その優位性を示したことは高く評価され，さらに他の仮説検定問題への
拡張の道を切り開いたことも評価される。また，多重決定問題において竹内（1973）における問題設定，命
題を再検討し，数学的に厳密にした上で，3変量正規分布の平均の符号決め問題において多重決定方式を求
めたことは，理論のみならず多くの実際問題への応用においても有用であると高く評価される。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
